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ゲ
( にし心ら加誹オーナ

コーヒー対談

⑧にしむら瑚誹文庫④唾

毎日いつも変わりなく美しく”
ｽ ﾄ ･ 杉村春子ｲ ﾝ ﾀ ビｭ ｱ ｰ ･ 川瀬喜代子

っ
も
川
瀬
さ
ん
を
み
る
と
、
経
営
者
な

ん
か
な
れ
っ
こ
な
い
か
ら
、
ど
う
し
て

沢
山
の
お
店
を
や
っ
て
行
か
れ
て
、
何

時
も
イ
キ
イ
キ
し
て
い
ら
れ
る
ん
だ
ろ

う
と
、
わ
か
ら
な
い
気
持
。
同
じ
事
で

す
よ
。

川
瀬
こ
う
し
て
新
年
号
を
先
生
に
飾

っ
て
頂
い
て
、
毎
日
毎
日
の
舞
台
を
新

し
い
気
持
で
お
迎
え
で
し
ょ
う
先
生
に

改
め
て
新
年
の
決
意
は
、
な
ん
て
聞
く

の
野
暮
な
事
で
す
が
…
…

杉
村
ア
ラ
、
お
正
月
が
来
る
な
ん
て
、

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
よ
。
十
二
月
の
次

が
一
月
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
。
あ
な
た
だ
っ
て
新
し
い
年
を
迎
え

る
な
ん
て
厭
で
し
ょ
う
。
（
笑
）

川
瀬
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
私
も

こ
ぞ
こ
と
し

虚
子
の
句
の
〃
去
年
今
年
貫
く
棒
の
如

き
も
の
″
こ
ん
な
気
持
で
お
り
ま
す
。

杉
村
今
年
は
又
〃
女
の
一
生
″
を
持

っ
て
全
国
を
回
り
ま
す
。
十
八
才
に
な

る
ん
で
す
よ
。

川
瀬
そ
う
し
て
舞
台
で
変
身
な
さ
る

か
ら
、
お
若
い
ん
で
す
ね
。

話
は
変
り
ま
す
が
、
こ
の
間
山
田
五

十
鈴
さ
ん
が
、
杉
村
さ
ん
の
あ
の
色
気

は
ど
う
し
て
出
せ
る
ん
で
し
ょ
う
。

舞
台
姿
は
も
ち
ろ
ん
、
お
芝
居
を
終
っ

て
化
粧
を
落
し
、
浴
衣
姿
で
お
風
呂
へ

走
っ
て
ゆ
か
れ
る
姿
に
も
、
す
れ
違
っ

た
若
い
男
優
さ
ん
が
、
ゾ
ク
ッ
と
す
る

色
気
を
感
じ
る
と
云
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
。
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

本
当
に
な
ん
と
も
云
え
ぬ
品
の
い
い
お

色
気
な
ん
で
す
ね
。

<女僅･ 文学座〉

大
阪
梅
田
の
毎
日
ホ
ｉ
ル
で
、
文
楽

メ
ガ
夕
舌
チ

座
の
〃
近
松
女
敵
討
″
に
出
演
中
の
杉

村
春
子
さ
ん
の
楽
屋
を
訪
ね
て
の
瑚
排

タ
イ
ム
。
白
地
に
萩
の
花
が
優
し
く
描

か
れ
た
着
物
に
、
薄
紅
色
の
帯
を
キ
リ

ッ
と
締
め
た
姿
は
一
服
の
絵
の
よ
う
な

美
し
さ
。
開
幕
前
に
川
瀬
喜
代
子
オ
ー

ナ
ー
と
久
々
の
旧
交
を
暖
め
る
会
話
が

続
い
た
。

杉
村
川
瀬
さ
ん
よ
う
こ
そ
Ｉ
．

川
瀬
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
度
上
演
の
近
松

女
敵
討
が
昨
年
の
文
化
庁
芸
術
祭
賞
を

取
ら
れ
ま
し
て
お
め
で
と
う
存
じ
ま
す
。

杉
村
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に

嬉
し
い
事
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
力

で
す
の
よ
・

川
瀬
昨
年
は
、
幸
田
文
さ
ん
の
名
作

〃
流
れ
る
″
を
、
四
月
名
古
屋
公
演
を
皮

切
り
に
、
東
京
で
の
三
ヶ
月
間
の
ロ
ン

グ
ラ
ン
を
終
ら
れ
、
ど
ん
な
に
お
疲
れ

か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
お
手
紙
を
頂
い

て
、
「
今
、
中
国
へ
旅
行
中
、
帰
っ
た
ら

十
月
公
演
の
お
稽
古
に
入
り
ま
す
。
Ｌ

そ
れ
で
驚
い
て
い
た
ら
、
十
一
月
の
初

め
、
先
生
独
特
の
明
る
い
歯
切
れ
の
い

い
口
調
の
お
電
話
で
、
「
今
、
近
松
女

敵
討
の
お
芝
居
で
北
海
道
の
富
良
野
な

の
。
外
は
雪
が
降
っ
て
い
る
の
よ
・
」

と
事
も
な
げ
に
お
っ
し
ゃ
る
の
を
聞
い

て
、
本
当
に
先
生
の
夕
フ
な
行
動
に
唖

然
と
致
し
ま
し
た
。

杉
村
毎
日
毎
日
好
き
な
お
芝
居
を
や

っ
て
い
ら
れ
る
か
ら
よ
・
私
の
方
は
い
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経
る
毎
に
重
み
が
つ
き
、
ま
す
ま
す
美

味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
が
出
せ
る
様
、
勉
強

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
御
化
粧
か
ら
着
付
迄
、
じ
っ

く
り
傍
で
み
せ
て
頂
き
、
初
春
か
ら
素

晴
し
い
日
で
し
た
。
有
難
う
存
じ
ま
す
。

■
■

杉
村
ア
ラ
ノ
ホ
ン
ト
？
嬉
し
い
事

云
っ
て
下
さ
る
わ
。
自
分
で
は
全
然
わ

か
ら
な
い
ワ
。

川
瀬
そ
れ
に
最
近
テ
レ
ビ
で
先
生
の

お
若
い
時
の
映
画
を
よ
く
見
ま
す
が
、

お
若
い
時
よ
り
も
益
々
最
近
の
方
が
お

歩（季
宮
‐
輿

一
争
話
一
》
．

美
し
い
ん
で
す
。
男
女
と
も
年
を
重
ね

る
毎
に
美
し
く
な
っ
て
ゆ
く
な
ん
て
、

本
当
に
素
晴
し
い
事
で
す
ね
。
益
々
お

美
し
く
、
い
い
舞
台
を
み
せ
て
下
さ
い

ま
せ
。私

も
〃
に
し
む
ら
珊
俳
店
″
が
年
を

一
《

Ｒ
Ｄ
Ｊ
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竿

』

瀞
！

、

電話〔078)3318121

■､

、
肌
弼

冒
碑
も
冊

‐
ｐ
守

新
し
い
年
へ
の
夢
を
語
り
、
春
の
よ
ろ
こ
び
を
わ
か
ち
あ
う
。

初
春
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

改
ま
っ
た
気
持
ち
を
装
い
に
も
あ
ら
わ
し
た
い
も
の
で
す
。

い
つ
も
よ
り
や
さ
し
く
晴
れ
や
か
に
ｌ

母
と
娘
の
お
正
月
。

蕊
Ｐ
串 ﾐｮﾉ『

ｇ，
､.比
１壷一

蕊
屯
■
■
◆

り
ぁ
勺
。

忠 燃

Ｉ

Ｄ' ﾍ l ＭＡＲＬｊＫｏＢＥ鯵

釦

■

年内は休まず､ 全館７時まで営業( 3 1 日＠は６時まで）
新春は１月３日②1 1 時から営業

』
癖

左から
ジｬ ｹ ｯ ﾄ のすそに､ほら､シャープな表情ｶ ﾓ
初春の席には露上品な潤いを漂わせるこん
なスーツがふきわしい。
●ビルブラス/スーツ(毛100％)120,000円
回3 階プレタポルテサロン
若々しい大きなV ﾗ ｲ ﾝ ｂスカーフやｺ ｻ ｰ
ジｭ 種荏に燕やかなｲ ﾒ ｰ ジをブﾗ ｽ し昼
●アルファキューピソククニィードパスカーリ
/ワンピース(毛１００％)……･…･･65‘０００円
四2 階サ･ ム･ プレ
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／

Ｌ

塾

二戸

角，
蓋Ｐ

式

高野多美( T A M I ･ ＴＡＫＡＮＯ）

一

大丸神戸店ファッションコーディネーター

きのうとおなじ日の光りなのに、
きのうとおなじ街並みなのに、

きのうとはすっかり違う新しい気持ち。
新年って不思議ですね。世の中はなにも
変わらないのに､ 人間が作った智恵なのか、
気持ちの上で燦としたり､今年こそは､などと
思ってみたりいたしま魂
子供の頃､ 新年を迎えると､ 枕もとに新しい
肌着から新しいお洋服が揃えてあって、
それを着ると気持ちｶ ﾐ 新しい年になってい
ましたｂ
さて､ 新春のﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ はｳ ｫ ｰ ﾑ 感のあ
る素材に明るい春の色をとり入れて､ あざや
かに始めませんか。
カラーは甘さを押えたぺｰ ﾙ ﾄ ｰ 姥ﾌ ﾂ ﾚ ｰ
ｸ ﾞ ﾚ ｰ ､ クールピﾝ 久クールオレン茨生成
など､ おとなの女性が似合う色が流行です３
デザインは､流行のﾄ ﾚ ﾝ ドをほどよくとり入
れたエレガントな満ﾃ ｰ ﾙ がこれらのオケ
ージヨンにふきわしいでしょう。ポ詞にやさ
しくﾌ ｫ ｯ ﾄ した細く長いシルエット｡ジャケッ
トは短い丈、スカートやドﾚ ｽ はプリーツや
フレアーをとり入れた長めの丈､ スイング感
覚がやさしい女らしさをそえてくれるでしょう。

，ノノヅ２
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もっとうまく- もっと１更禾Ⅸ二○
お客さまの声【二言性首E でおｊ応えします６

１１
勺

ディスプレイ･ マウスは別売で戎

｜、．
、周一 便づてみたい

こんとのg S 。
、

日本電気株式会社神戸支社〒65O神戸市中央区東町126(神戸ｼﾙｸｾﾝﾀｰヒﾙ)…念(078)332-3311つ”るぞひろがるぞⅣＥＣのパソコン
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こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

洲
神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

域
こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
心
の
手
帖
で
す

恥
１
月
号
目
次
●
１
９
８
９
．
肋
３
３
３

“
表
紙
／
小
磯
良
平

ノ
セ
カ
ン
ド
カ
バ
ー
／
西
村
功

御
恥
難
癖
尭
蝋
縛
瀞
翻
撫
雪
内
合
奏
圃

帽
美
の
小
箱
／
杉
浦
美
佐
緒
・
文
・
乾
由
明

旧
神
戸
新
景
／
カ
メ
ラ
・
小
山
保

羽
私
の
意
見
／
石
野
信
一
神
戸
商
工
会
議
所
会
頭

卯
第
旧
回
神
戸
文
学
賞
受
賞
作
発
表

犯
追
悼
小
磯
良
平
画
伯
逝
く

弱
ポ
エ
ム
・
ド
・
コ
ウ
ベ
／
季
村
敏
夫

記
随
想
二
題
／
稲
垣
美
穂
子
・
高
橋
裕
嗣

詑
・
新
春
対
談
Ｉ
田
辺
聖
子
房
新
井
満

拓
新
春
対
談
Ⅱ
兵
庫
県
知
事
貝
原
俊
民
房
高
橋
孟

引
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

艶
エ
ッ
セ
イ
／
田
中
千
佳
カ
ッ
ト
／
西
村
功

副
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
片
手
に
ブ
ラ
ジ
ル
｜
人
歩
き
〈
お
／
右
近
雅
夫

記
神
戸
音
楽
夜
話
／
ギ
タ
ー
と
私
Ｉ
平
吉
毅
洲

兜
新
春
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
創
世
紀
・
神
戸
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
／

宮
崎
辰
雄
神
戸
市
長

泥
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
大
内
順
子
房
松
谷
富
士
夫

花
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

別
神
戸
の
お
嬢
さ
ん
／
川
飛
満
里
子
・
勝
山
江
美
子

髄
ネ
オ
・
モ
ー
ダ
メ
ル
ヘ
ン
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
／
篠
原
順
子
（
絵
と
文
）

Ⅲ
ふ
た
た
び
プ
ロ
フ
ェ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
／
岡
田
淳

伽
猫
じ
ゃ
ら
し
／
佐
膝
晴
美

、
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

畑
タ
カ
ラ
ヅ
カ
対
談
／
阿
古
健
・
剣
幸
・
大
浦
み
ず
き

陸
動
物
園
飼
育
日
記
（
塑

剛
神
戸
の
集
い
か
ら

脱
Ｋ
Ｆ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

剛
話
題
の
ひ
ろ
ぱ
Ｉ
兵
庫
県
文
化
協
会
創
立
加
周
年

Ⅱ
神
戸
ネ
オ
ト
ロ
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
イ

剛
神
戸
を
福
祉
の
街
に
／
橋
本
明

剛
出
会
い
の
旅
／
大
西
節
子

剛
新
連
載
ル
ポ
／
神
戸
と
留
学
生
・
そ
の
後
を
訪
ね
て
／
臼
杵
百
合
子

姫
有
馬
歳
時
記

剛
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー

Ⅷ
シ
ネ
マ
試
写
室
／
淀
川
長
治

剛
ぴ
っ
と
い
ん

剛
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

剛
地
域
文
化
論
／
水
谷
頴
介

剛
神
戸
文
学
賞
選
考
座
談
会
／
杜
山
悠
・
武
田
芳
一
・
鄭
承
博

隅
連
載
小
説
／
「
お
頁
』
門
田
露
カ
ッ
ト
・
犬
童
徹

朋
幸
運
の
星
占
い
／
長
田
亜
弓

剛
神
戸
っ
子
倶
楽
部
会
員
情
報

伽
ポ
エ
ム
＆
コ
ラ
ー
ジ
ュ
／
金
月
畑
子

脱
海
船
港
／
新
年
に
潮
ぶ

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ラ
イ
・
か
ど
も
と
み
の
る

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
・
池
田
年
夫
・
松
原
卓
也
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特別展
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哀愁と' 情熱のくタンゴの真髄〉をあなたに…. ． 神戸ゆかりの巨匠たち展

小磯良平、東山魁夷、村上華岳など
芸術家1 2 人の名作･ 約2 0 0 点が一堂にノ

テレホンサービス
ＴＥＬ(078)332-7810
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◆お問い合せ/ 神戸文化ホール事業部
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「夕明り_ I 東山魁夷昭和4 7 年罪冨金演出ロネルソンアビう
Ｌ白面仁

２月１０日因－３月２６日日
e 休館日月曜日・３月2 2 日㈱
●開館時間午前1 0時～午後5時(入館は4時3 0分まで）

、入館料

＝＝浬一＝＝空

jｌ

当日料金

前売料全

団体料金

一般

８００円
ワ００円

８００円

大学生

７００円

６００円

５００円

落馬桧学

５５０円
５００円

３００円

小中生
３００円

２５０円
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年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
経
済
は
、
昨
年
一
年
間
極
め
て
順
調
に
拡
大
し
、
産
業

界
も
久
し
ぶ
り
の
好
況
に
潤
っ
た
年
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

地
元
神
戸
経
済
に
お
い
て
も
、
鉄
鋼
、
造
船
等
の
重
厚
長
大
型

産
業
が
そ
の
中
心
を
な
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
長
ら
く
不
況
に

苦
し
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
日
本
経
済
全
体
の
拡
大
傾
向
の
中

で
、
次
第
に
明
る
さ
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
現
在
の
景
気
拡
大
を
出
来
る
だ
け
長
く
持
続
す
る
こ

と
が
大
き
な
政
策
課
題
で
あ
り
、
ま
た
、
産
業
界
に
お
い
て
は
、

こ
の
好
景
気
が
続
く
う
ち
に
、
構
造
転
換
を
一
段
と
進
め
、
将
来

に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
日
、
地
域
経
済
や
都
市
の
活
性
化
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
都
市
の
活
性
化
に
は
、
人
、
物
、
情
報
を
如

何
に
集
め
る
か
が
必
須
の
条
件
と
な
り
ま
す
。
神
戸
で
は
従
来
よ

り
官
民
が
協
力
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ス

ホ
ー
ッ
・
観
光
都
市
づ
く
り
を
進
め
、
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
更
に
神
戸
が
発
展
を
す
る
た
め
に
は
、
他
の
都
市
で
は

典
似
の
で
き
な
い
よ
う
な
大
規
模
な
集
客
施
設
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。そ

の
意
味
で
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
匹
敵
す
る
「
レ
ジ

ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
」
計
画
を
本
所
と
し
て
も
積
極
的
に
推
進
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
て
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
、
神
戸
沖
空
港
、
関
西

脳
際
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
実
現
に
と
っ
て
も
重
要
な
年
と
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
更
に
、
最
近
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
新
幹
線
構

想
が
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
神
戸
と
し
て
も
、
重
大
な
関
心

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

神
戸
は
、
都
市
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で
全
国

の
先
鞭
を
つ
け
て
き
ま
し
た
が
、
文
化
の
面
で
は
必
ず
し
も
、
十

分
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
本
所
と
し
て
も
、
今
後

神
戸
の
新
し
い
都
市
文
化
の
振
興
・
創
造
に
力
を
注
い
で
い
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
そ
の
一
環
で
も
あ
り
ま
す
が
、
秋
に
開
催

す
る
ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
は
、
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

念
願
の
新
商
工
会
議
所
会
館
が
昨
年
末
に
完
成
致
し
ま
し
た
。

新
年
か
ら
は
こ
の
新
会
館
を
拠
点
と
し
て
活
発
な
事
業
を
実
施
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

八
神
戸
商
工
会
議
所
会
頭
Ｖ

石
野
信
一

神
戸
の
新
し
い

都
市
文
化
の

振
興
・
創
造
を

☆
私
の
意
見

１
２９
１
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●選考経過は1 5 4 ページ～1 5 6 ページに掲赦。

烹
催
月
刊
神
戸
っ
子

ロ
選
考
委
員
杜
山
悠

武
田
芳
一

鄭
承
博

「
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
の
長
い
影
」

口
妓
終
進
考
候
補
作

「
鳴
き
砂
の
浜
」
畑
裕
子

八
滋
賀
県
Ｖ

「
黒
き
砂
嵐
」
湊
令
子
八
滋
翼
県
Ｖ

「
ス
イ
ー
ト
・
メ
モ
リ
ー
ズ
」
矢
部
由
香
里

Ａ
鳥
取
県
Ｖ

『
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
の
長
い
影
」
弓
透
子

八
大
阪
府
Ｖ

「
朝
の
モ
ナ
ド
」
本
吉
洋
子

八
神
業
川
県
Ｖ

「
た
わ
ご
と
Ⅲ
長
門
郊
美

八
長
崎
県
Ｖ

一
‐
お
夏
」
門
田
露
＃
霞
県
Ｖ

口
神
戸
文
学
賞
佳
作
弓
透
子
八
ゆ
み
・
と
う
こ
Ｖ

「
お
夏
」

口
神
戸
文
学
賞
受
賞
門
田
露
八
も
ん
で
ん
・
つ
ゅ
Ｖ

昭
和
五
十
一
年
、
小
誌
は
創
刊
蛎
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
作
家
を
志
す
有
為
の
新
人
に
新
し
く
道
を
開
く
た
め
に
三
神
戸
文
学
賞
」

お
よ
び
「
神
戸
女
流
文
学
賞
」
を
創
設
し
、
昨
年
第
廻
回
目
よ
り
、
さ
ら
な
る
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
両
賞
を
「
神
戸
文
学
賞
」
に
一

本
化
し
、
作
品
募
集
地
域
を
西
日
本
よ
り
全
国
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
超
回
作
品
募
集
は
、
昨
年
９
月
末
に
締
切
り
、
全
国
各

地
か
ら
多
数
の
応
募
作
が
寄
せ
ら
れ
、
別
記
の
選
考
委
員
に
よ
り
妓
終
選
考
を
行
い
左
記
の
作
品
が
第
喝
回
の
受
賞
作
・
佳
作
と
決
定
し

ま
し
た
の
で
こ
こ
に
発
表
し
ま
す
。

神
Ｆ６

■‐

又
学
賞
発
表

■
月
刊
神
戸
っ
子
主
催
八
第
個
回
Ｖ
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;識
円

本
誌
が
主
催
し
て
来
た
二
つ
の
文
学
賞
が
「
神
戸
文
学
賞
」
に
一
本
化
さ
れ
た
の
が
一
九
八
七
年
。
そ
の
第
三
回
目
の
受
賞
者
で
あ
る
。

一
九
四
一
年
、
四
国
伊
予
の
石
鎚
山
麓
、
平
家
落
人
伝
説
の
村
に
生
れ
る
。
京
都
の
短
大
で
社
会
福
祉
を
学
び
、
中
学
校
社
会
科
教
員
の

資
格
を
持
つ
。
卒
業
後
、
社
会
福
祉
施
設
の
指
導
員
を
経
験
し
、
保
育
所
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
動
等
に
参
加
。
ま
た
、
京
都
民
芸
大
学
で
手

織
り
を
学
び
、
藍
染
古
布
・
刺
し
子
等
の
工
房
を
開
く
。
小
説
と
出
会
っ
た
の
が
九
年
前
そ
の
間
に
木
曽
義
仲
の
愛
妾
「
友
君
」
を
あ
つ

か
っ
た
『
こ
だ
わ
り
』
他
、
『
細
川
玉
の
消
息
』
、
『
ふ
る
さ
と
の
女
ｌ
大
石
り
く
』
、
そ
し
て
今
回
の
『
お
夏
』
と
、
四
作
を
も
の
に
し
た
。

■
●

「
女
だ
か
ら
、
や
は
り
男
の
人
に
書
け
な
い
も
の
を
・
・
・
」
と
い
ず
れ
も
〃
女
た
ち
″
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
。
「
広
い
視
野
で
も
の
を
見
た

い
。
そ
れ
を
文
学
上
で
も
生
か
せ
た
ら
…
」
と
明
る
く
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

（
甲
子
園
、
自
宅
近
く
に
て
）

’‘
』~

n 才

曜
第
十
三
回
神
戸
文
学
賞
受
賞

門
田
露
も
ん
で
ん
。
つ
ゅ

鍵
砥

１
３１
１

視
野
の
広
い
、
女
性
ら
し
い
作
品
を
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偶
然
に
も
、
編
集
室
に
主
治
医
の
宮
崎
先
生
の
父
君
が
、
小
泉

編
集
長
の
友
人
と
し
て
勤
め
て
い
る
関
係
で
、
十
六
日
の
朝
、
小

磯
先
生
が
危
険
な
病
状
と
知
ら
さ
れ
て
は
い
た
。

が
、
知
ら
せ
を
深
夜
に
聞
い
て
、
と
に
も
か
く
に
も
御
影
の
ご

自
宅
へ
編
集
長
と
共
に
伺
っ
た
。
午
前
一
時
頃
だ
っ
た
が
新
聞
記

者
が
玄
関
へ
詰
め
か
け
て
、
西
村
元
三
郎
画
伯
（
新
制
作
）
と
、

月
刊
神
戸
っ
子
の
表
紙
絵
を
毎
号
、
気
品
高
く
清
雅
に
、
そ
し

て
神
戸
ら
し
い
ハ
イ
カ
ラ
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
で
描
い
た
、
わ
れ
ら
が

小
磯
良
平
画
伯
が
、
十
二
月
十
六
日
午
後
八
時
十
七
分
、
肺
炎
の

た
め
、
甲
南
病
院
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
八
十
五
才
。

ありし日の小磯画伯

神
戸
モ
ダ
ー
ー
ズ
ム
を
創
っ
た

小
磯
良
平
画
伯
逝
く

石
阪
春
生
画
伯
と
押
し
問
答
中
で
あ
っ
た
。

三
カ
月
間
の
闘
病
の
最
期
を
み
と
っ
た
次
女
の
嘉
納
邦
子
さ
ん

と
ご
主
人
の
洋
二
さ
ん
に
案
内
さ
れ
た
。
ア
ト
リ
エ
に
安
置
さ
れ

た
小
磯
先
生
の
静
か
な
隠
や
か
な
顔
は
美
し
く
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
信
者
で
あ
る
そ
の
遺
体
に
は
、
黒
い
ベ
ッ
チ
ン
の
布
の
胸
元

に
、
白
い
十
字
架
と
白
い
百
合
が
清
楚
に
刺
し
ゅ
う
さ
れ
て
い
た
。

長
女
の
沢
村
嘉
子
さ
ん
と
邦
子
さ
ん
の
二
人
の
少
女
像
と
バ
レ

リ
ー
ナ
の
図
、
そ
し
て
孫
の
元
さ
ん
の
像
や
、
手
づ
く
り
の
帆
船

な
ど
が
飾
ら
れ
て
一
服
の
絵
の
よ
う
な
光
景
に
息
を
呑
ん
だ
。

（
小
磯
先
生
、
長
い
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
ん
と
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）
手
を
合
わ
せ
て
、
先
生
の
お
顔
を
み
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県公館のタピストリーのメリケン波止場の絵が完成したときアトリエで

蟻

る
と
、
い
つ
も
ア
ト
リ
エ
で
静
か
に
淡
々
と
絵
を
描
か
れ
て
い
る

時
と
変
ら
な
い
の
が
不
思
議
で
、
「
絵
の
虫
」
だ
っ
た
偉
大
な
画

家
の
、
貫
き
通
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
、
シ
ャ
イ
だ
っ
た
が
察
と
し

た
姿
勢
に
、
深
い
ず
っ
し
り
と
し
た
、
そ
れ
で
い
て
さ
わ
や
か
な

感
銘
を
受
け
た
。

「
百
年
に
一
人
の
天
才
だ
っ
た
ね
」

と
小
松
益
喜
画
伯
。
そ
の
夜
、
画
家
三
人
と
嘉
納
夫
妻
、
愛
犬

ク
レ
オ
と
お
手
伝
い
の
お
ば
さ
ん
と
、
チ
ン
ザ
ノ
が
好
き
だ
っ
た

小
磯
先
生
の
想
い
出
語
り
の
中
で
飲
ん
だ
シ
ナ
モ
ン
を
気
か
せ
た

ホ
ッ
ト
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
味
わ
い
は
、
暖
か
い
画
伯
の
お
人
柄
の
よ

う
に
身
に
泌
み
た
。

１
３３
１

小
磯
画
伯
は
明
治
三
十
六
年
神
戸
市
平
野
生
れ
。
平
野
小
学
校

か
ら
旧
制
神
戸
一
一
中
（
現
兵
庫
高
校
）
へ
・
竹
中
郁
、
金
井
元
彦

（
近
代
美
術
館
館
長
）
田
中
忠
雄
（
行
動
美
術
）
は
同
級
生
。
東

京
美
術
学
校
（
現
東
京
芸
大
）
で
は
、
在
学
中
に
「
Ｔ
嬢
の
像
」

で
帝
展
特
選
（
大
正
十
五
年
）
、
帝
展
無
鑑
査
で
画
壇
の
エ
リ
Ｉ

ト
の
地
位
を
確
得
し
た
。
昭
和
三
年
、
竹
中
郁
の
誘
い
に
渡
欧
。

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
や
、
ア
ン
グ
ル
ら
の
古
典
、
新
古
典
の
画
風
、
さ

ら
に
マ
ネ
や
ド
ガ
ら
の
印
象
派
か
ら
も
学
ん
だ
。
昭
和
十
一
年
の

帝
展
改
組
に
、
内
田
巌
、
三
田
廉
、
猪
熊
弦
一
郎
、
中
西
利
雄
ら

と
新
制
作
派
協
会
（
現
新
制
作
協
会
）
を
結
成
「
芸
術
運
動
の
純

粋
化
」
を
計
り
、
去
年
の
秋
も
手
持
ち
の
デ
ッ
サ
ン
を
出
品
、
中

心
的
存
在
だ
っ
た
。

昭
和
十
六
年
、
戦
時
中
に
描
か
れ
た
代
表
作
「
斉
唱
」
は
、
松

蔭
の
女
学
生
達
の
コ
ー
ラ
ス
風
景
で
、
こ
の
制
服
も
小
磯
画
伯
の

デ
ザ
イ
ン
だ
。
十
七
年
に
は
「
娘
子
関
を
征
く
」
で
第
一
回
芸
術

院
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。

新
聞
挿
絵
で
は
、
昭
和
七
年
に
朝
日
新
聞
に
連
載
小
説
を
初
担

当
。
戦
後
謡
昭
和
三
十
年
代
に
、
船
橋
聖
一
「
白
い
魔
魚
」
石
川
達

三
「
人
間
の
壁
」
川
端
康
成
「
古
都
」
な
ど
は
、
清
新
な
挿
絵
で

凄
い
人
気
。
他
に
毎
日
新
聞
、
井
上
靖
「
し
ろ
ば
ん
ぱ
」
な
ど
印

象
深
い
。
昭
和
三
十
三
年
に
現
代
日
本
美
術
展
大
衆
賞
を
受
賞
。

昭
和
一
一
十
五
年
に
母
校
の
講
師
と
な
り
、
昭
和
四
十
六
年
の
退

官
ま
で
、
小
磯
教
室
の
自
由
な
空
気
と
、
学
生
闘
争
の
頃
、
最
後

迄
学
生
と
話
し
合
っ
た
の
は
隠
や
か
な
小
磯
画
伯
で
、
気
骨
の
あ

る
姿
勢
は
今
も
語
り
草
に
な
っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
六
年
本
誌
三
月
号
創
刊
。
五
月
号
に
、
三
十
年
ぶ
り

朝
、
七
時
。
阪
急
御
影
の
駅
は
、
六
甲
降
し
が
冷
た
く
、
親
友

の
詩
人
の
竹
中
郁
さ
ん
の
お
葬
儀
も
寒
か
っ
た
こ
と
が
想
い
出
さ

れ
た
。
ど
う
や
ら
神
戸
教
会
で
の
お
葬
儀
は
、
喪
主
の
淫
村
献
児

さ
ん
の
ネ
パ
ー
ル
か
ら
の
帰
り
を
待
つ
と
、
十
九
日
に
な
り
そ
う

な
気
配
。

こ
の
夜
の
鮮
明
な
シ
ー
ン
は
、
私
に
と
っ
て
一
生
忘
れ
ら
れ

な
い
風
景
に
な
っ
た
。
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に
訪
れ
た
パ
リ
風
景
と
エ
ッ
セ
イ
巴
里
を
掲
栽
。
抜
群
の
人
気
に

翌
年
よ
り
、
約
二
十
六
年
間
表
紙
を
飾
る
。
昭
和
九
年
に
先
輩
誌

の
神
戸
シ
子
の
表
紙
に
も
、
小
磯
画
伯
の
絵
が
あ
る
。

昭
和
四
十
九
年
に
宮
内
庁
赤
坂
迎
賓
館
の
壁
画
完
成
。
五
十
四

年
文
化
功
労
者
、
五
十
七
年
に
芸
術
院
会
員
、
五
十
八
年
文
化
勲

章
を
受
け
た
。
一
昨
年
一
月
、
県
立
近
代
美
術
館
で
小
磯
良
平
展

を
開
き
出
席
さ
れ
た
の
が
最
後
だ
っ
た
。
昨
年
四
月
「
小
磯
良
平

記
念
室
」
が
設
け
ら
れ
、
「
斉
唱
」
「
Ｔ
嬢
の
像
」
な
ど
二
十
四
点

を
所
蔵
し
て
い
る
。

そ
の
品
格
あ
る
画
風
と
、
モ
ダ
ン
で
写
実
に
徹
し
た
清
雅
な
人

物
像
は
追
髄
を
許
さ
ぬ
人
気
が
あ
り
、
マ
イ
。
ヘ
ー
ス
な
静
か
な
闘

志
を
常
に
持
ち
続
け
、
晩
年
、
手
が
不
自
由
に
な
っ
た
時
も
必
ず

毎
朝
、
邦
子
さ
ん
と
散
策
す
る
な
ど
の
努
力
と
精
神
力
は
、
作
家
生

活
へ
の
真
禁
な
姿
勢
が
伺
え
た
。
ま
た
、
病
気
で
こ
こ
二
年
間
絵

筆
を
持
て
な
い
苦
し
さ
は
邦
子
さ
ん
が
よ
き
理
解
者
で
、
ア
ト
リ

エ
に
戻
っ
た
遺
体
に
「
絵
を
描
き
た
い
、
描
き
た
い
、
と
い
っ
て

い
た
父
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
す
」
と
感
慨
深
げ
で
あ
っ
た
。

画
家
の
石
阪
春
生
さ
ん
は
、

「
僕
に
と
っ
て
、
絵
に
も
、
人
格
的
に
も
、
只
ひ
と
り
尊
敬
で
き

る
人
で
し
た
。
時
間
が
経
っ
た
ら
穴
が
あ
い
た
よ
う
に
、
だ
ん
だ

ん
と
衝
激
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
ね
。

小
磯
先
生
は
、
僕
が
絵
を
描
き
続
け
て
き
た
心
の
支
え
と
、
憧

れ
が
全
て
含
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
が
生
き

て
行
く
上
に
も
、
絵
を
描
く
人
間
と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
も
心
の

中
に
住
み
続
け
る
人
で
し
ょ
う
。
絵
描
き
と
い
う
人
間
の
中
で
、

一
番
多
く
の
時
間
を
持
っ
て
接
し
て
き
ま
し
た
が
、
静
か
な
方
だ

っ
た
だ
け
に
、
じ
っ
く
り
と
後
で
衝
激
が
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。近

代
芸
術
の
中
で
も
洋
画
は
〃
個
″
の
芸
術
で
す
。

先
生
の
よ
う
な
巨
人
の
強
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
放
っ
て
お
い

て
も
強
い
影
響
を
受
け
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
弟
子
と
い
え
ど

も
、
巨
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
壁
に
し
て
、
自
分
の
〃
個
″
を
確
立

し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
が
先
生
に
対
す
る
教
え
に
む
く
い

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
の
絵
に
似
て
い
る
か
ら
喜
ぶ
人
で
は
な
い
。
『
お
れ
の
絵

に
似
た
ら
あ
か
ん
』
と
い
う
教
え
を
、
ぐ
っ
と
持
っ
て
い
た
方
で

す
。
僕
の
叔
父
に
あ
た
る
詩
人
の
竹
中
郁
と
親
友
で
し
た
が
、
二

人
と
も
、
先
生
は
貿
易
商
、
竹
中
は
粉
屋
と
い
う
商
人
の
家
に
生

れ
文
化
性
を
持
ち
続
け
ま
し
た
が
、
二
十
代
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行

き
絵
も
、
詩
も
、
そ
れ
に
た
べ
も
の
も
、
洋
服
も
、
フ
ラ
ン
ス
で

憶
え
、
勉
強
し
て
き
た
も
の
を
〃
意
地
″
で
や
り
ぬ
き
ま
し
た

ね
。

二
人
と
も
最
後
ま
で
椅
子
の
生
活
で
し
た
。
畳
で
寝
る
姿
が
な

か
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
西
洋
に
こ
だ
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
日
本

画
へ
の
、
ま
た
、
日
本
の
文
学
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
り
、
洋

画
や
、
詩
を
、
日
本
の
文
化
の
中
に
定
着
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
神
戸
と
い
う
港
町
が
西
洋
文
明
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
土
壌

の
中
で
、
自
分
達
が
体
験
し
て
き
た
文
化
性
を
、
仕
事
の
意
識
の

中
で
持
ち
続
け
た
こ
と
が
、
環
境
と
う
ま
く
溶
け
あ
っ
て
成
功
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

二
十
代
で
パ
リ
へ
留
学
で
き
る
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

親
た
ち
が
許
し
た
の
も
幸
い
し
て
、
西
洋
の
貴
族
文
化
と
い
う
か

中
流
文
化
を
嫌
味
の
な
い
、
こ
な
れ
た
神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
創
り

あ
げ
た
。
ハ
イ
カ
ラ
な
神
戸
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
、
ダ
ン
デ
ィ

ズ
ム
を
創
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
生
活
ぶ
り
を
真
似
て
、
生
活
ぶ
り
の
中
で
、
身

体
の
中
か
ら
出
て
く
る
も
の
、
学
問
で
も
な
い
、
環
境
の
中
か
ら

ふ
つ
ふ
つ
と
し
た
も
の
が
絵
の
中
に
出
て
き
て
い
る
。
ぼ
く
も
、

生
活
ぶ
り
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
、
身
体
か
ら
、
生
活
態
度
か
ら
出
て

く
る
も
の
が
、
自
分
の
世
界
を
創
る
の
だ
と
教
わ
っ
た
と
思
い
ま

す
。と

に
か
く
勉
強
家
で
し
た
。
〃
絵
の
虫
″
で
す
よ
。

音
楽
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
大
好
き
で
、
軽
や
か
だ
け
ど
荘
重
な

小
磯
先
生
の
絵
と
似
て
い
ま
す
ね
」
。
と
語
り
恩
師
を
し
の
ん
だ
。

（
昭
和
六
三
年
十
一
一
月
十
七
日
記
）
小
泉
美
喜
子

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵

１
３４
１
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二

私
の
歩
む
散
歩
道
の
、
前
方
か
後
方
、
或
い
は
な
な
め
上
か
、

さ
な
が
ら
果
樹
園
が
光
る
よ
う
に
揺
れ
、
網
膜
に
の
こ
っ
た
そ
の
残
像

が
、
ほ
ん
の
一
瞬
う
ず
い
て
、
消
え
て
い
っ
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
立

ち
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
ま
た
ゆ
っ
く
り
動
き
は
じ
め
た
朝
の
影
法
師
の

■
弓
８
日
の
。
①
病
○
ず
の

さ
な
が
ら
果
樹
園
が
光
る
よ
う
に
揺
れ

瀞

か
い
な
は
胸
お
さ
え
首
ふ
り
、
首
は
ふ
ら
れ
つ
づ
け
、
も
は
や

名
の
る
あ
て
な
ど
、
名
の
る
こ
と
な
ど
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

ま

な
か
、

も
う
、

、

莞詳一一デー一

郷
詩
／
季
村
敏
夫

絵
／
田
中
一
好

｛
3５
１
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■

そ
れ
は
明
大
前
の
稽
古
場
開
き
の
日

で
し
た
。

三
年
前
の
こ
と
で
す
。
や
っ
と
借
り

受
け
た
こ
の
稽
古
場
で
ど
ん
な
作
品
を

創
っ
て
い
こ
う
か
と
夢
を
語
り
合
う
う

ち
に
、
胎
児
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
ど
う

か
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
十
年
間
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
運
動

の
な
か
で
私
達
は
、
舞
台
か
ら
見
た
子

供
た
ち
や
そ
の
マ
マ
や
パ
パ
の
反
応
か

ら
〃
荒
涼
と
し
た
現
代
″
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
何
と
か
し
て
〃
夢
″

と
〃
現
実
″
と
が
一
体
と
な
っ
た
素
敵

な
ド
ラ
マ
は
出
来
な
い
も
の
か
と
思
い

つ
づ
け
て
い
た
の
で
す
。

胎
児
は
子
宮
の
中
で
の
十
月
十
円
の

間
に
人
類
の
進
化
の
歴
史
、
三
十
億
年

と
同
じ
経
過
を
辿
る
の
だ
そ
う
で
す
。

何
と
胎
内
の
一
日
が
人
類
進
化
の
一
千

万
年
に
当
た
る
の
だ
と
か
１
．

四
十
五
億
年
前
に
誕
生
し
た
地
球
。

や
が
て
、
そ
の
地
球
上
に
ひ
と
つ
の
生

命
体
が
生
ま
れ
、
厚
始
生
命
体
か
ら
魚

類
へ
、
魚
類
か
ら
両
生
類
へ
、
両
生
類

か
ら
ハ
虫
類
へ
、
ハ
虫
類
か
ら
補
乳
類

へ
、
そ
し
て
人
間
に
と
い
う
三
十
億
年

の
進
化
を
、
胎
児
は
子
宮
の
中
で
こ
と

随
想
二
題
姓
雌
訓
恢
し
ま
っ
た

も
な
く
経
過
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
精
子
と
卵
子
と
が
結
合
し
て
五

週
間
も
す
る
と
心
臓
の
薄
い
膜
が
作
ら

れ
る
の
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
の
瞬
間
か

ら
心
臓
は
子
宮
の
中
の
十
月
十
日
は
も

と
よ
り
、
誕
生
か
ら
、
そ
の
永
い
人
生

に
む
け
て
休
み
な
い
鼓
動
を
始
め
る
わ

け
で
す
。

何
と
い
う
偉
大
な
現
実
／
私
は
こ

の
現
実
に
生
命
の
神
秘
と
尊
厳
と
を
覚

え
ま
し
た
。

暫
く
し
て
、
井
深
大
氏
と
お
近
づ
き

’
3６
１

稲
垣
美
穂
子

八
演
劇
集
団
目
党
時
計
代
表
Ｖ

リハーサル中の稲垣さん

に
な
る
機
会
に
恵
ま
れ
貴
重
な
資
料
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
三
年
、
胎
教
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
〃
胎
児
に
対
す
る
親
の
責
任
に
つ
い

て
〃
は
完
成
し
た
の
で
す
。

素
晴
ら
し
い
台
本
を
書
い
て
下
さ
っ

た
松
木
ひ
ろ
し
さ
ん
、
才
気
あ
ふ
れ
る

演
出
。
振
付
け
の
浦
辺
日
佐
夫
さ
ん
、

晴
か
い
音
楽
を
創
っ
て
下
さ
っ
た
寺
島

尚
彦
さ
ん
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
ス
タ

ッ
フ
、
仲
間
達
の
力
に
よ
っ
て
の
完
成

で
す
。

ｊマ
マ
お
願
い
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
で

パ
パ
お
願
い
マ
マ
と
仲
良
く
し
て
ね

マ
マ
の
心
の
波
風
に

僕
ら
は
揺
ら
れ
て
大
き
く
育
つ

パ
パ
と
マ
マ
が
幸
せ
な
ら
ば

僕
ら
は
良
い
子
に
育
つ
よ
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
中
で
唄
わ
れ
る
、

胎
児
た
ち
か
ら
マ
マ
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
う
、
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
人
間
た

ち
、
大
人
た
ち
は
胎
児
か
ら
送
ら
れ
る

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
ど
ん
な
答
え
を
し

て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

★
「
胎
児
に
対
す
る
親
の
責
任
に
つ
い
て
」

２
月
荊
日
（
土
）
脚
時
と
旧
時

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
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蝋
薦
『
；
週

←葱』

そ
れ
は
感
動
か
ら
始
ま
っ
た
。

随
相
心
二
題

謡

写
真
展
「
旧
居
留
地
と

そ
の
周
辺
を
訪
ね
て
」

蕊聯
だ
に
お
い
が
あ
り
『
ら
し
さ
』
が
残
っ

て
い
る
。
「
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
夢
を
売

る
商
売
だ
」
と
あ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

が
語
っ
た
。
都
会
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ

マ
ｉ
シ
ャ
ル
が
外
国
で
多
く
撮
影
さ
れ

て
い
る
。
日
本
に
は
そ
ん
な
場
所
が
な

い
の
だ
ろ
う
か
？
夢
も
創
れ
な
い
街
か

ら
な
に
が
発
進
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
建

物
は
、
街
を
作
り
、
環
境
を
作
り
、
人

を
も
創
る
。
建
築
物
が
人
々
に
あ
た
え

る
影
響
は
、
多
大
だ
と
つ
れ
づ
ね
私
は

思
っ
て
い
る
。

街
は
す
て
き
な
大
道
具
、
日
曜
画
家

や
カ
メ
ラ
マ
ン
が
街
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て

い
く
、
深
み
の
あ
る
街
が
出
来
る
と
い

い
な
、
そ
ん
な
街
を
再
発
見
し
て
い
た

だ
く
手
助
け
と
、
新
た
な
感
動
を
求
め

て
、
こ
の
作
業
は
今
後
と
も
つ
づ
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
今
回
の
写
真
展
の
実
現
の
た

め
に
お
し
み
な
く
労
力
と
声
援
を
送
っ

て
下
さ
っ
た
熱
き
心
の
人
達
に
心
よ
り

お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
と
を
、
感
動
す
る
こ
と
を
…
。

町
を
切
り
撮
っ
て
い
く
と
新
し
い
町

が
見
え
て
く
る
。
こ
ん
な
場
所
が
、
こ

ん
な
建
物
が
、
毎
日
な
に
げ
な
く
見
て

い
る
町
も
、
朝
・
昼
・
夕
・
春
・
夏
・

秋
・
冬
と
か
た
ち
を
変
え
て
色
を
か
え

て
語
り
か
け
て
く
る
。
そ
れ
が
す
ご
く

オ
シ
ャ
レ
だ
っ
た
り
、
セ
ク
シ
ー
だ
っ

た
り
。
ど
の
都
市
に
行
っ
て
も
同
じ
建

物
が
多
く
な
り
、
そ
の
都
市
ら
し
さ
を

失
い
つ
つ
あ
る
現
在
、
神
戸
に
は
、
ま

い
を
伝
え
た
い
、
都
会
に
風
景
が
あ
る

鍵;蕊⑧

夕
日
に
照
ら
さ
れ
た
神
港
ピ
ル
の
塔

屋
お
も
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
の

が
最
初
だ
っ
た
。
海
岸
通
り
に
残
る
近

代
建
築
は
海
に
向
っ
て
玄
関
が
あ
る
。

そ
れ
は
港
が
栄
え
た
印
で
も
あ
り
、
港

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
昨
年

取
り
壊
さ
れ
た
旧
神
戸
商
工
会
議
所
ピ

ル
は
、
造
船
・
海
運
・
商
社
な
ど
目
ざ

ま
し
く
発
展
し
た
当
時
の
神
戸
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
り
西
洋
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
の

中
に
も
柱
頭
に
獅
子
頭
や
シ
ャ
チ
を
の

せ
た
り
、
花
頭
窓
や
墓
股
等
、
日
本
の

伝
統
的
要
素
が
数
多
く
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
国
際
都
市
神
戸
な
ら
で
は
の
建
造

物
で
あ
っ
た
。
取
り
壊
さ
れ
て
い
く
商

議
ビ
ル
を
見
る
の
は
つ
ら
く
、
カ
メ
ラ

を
向
け
る
こ
と
さ
え
で
き
ず
た
だ
た
だ

祈
る
こ
と
し
か
出
来
な
か
っ
た
。
消
え

去
っ
た
建
物
は
、
私
の
心
に
大
き
な
空

白
を
作
り
、
撮
影
を
一
時
中
断
さ
せ
て

し
ま
っ
た
。

ピ
ル
の
影
が
ま
だ
長
く
黒
々
と
地
を

染
め
て
い
る
冬
の
朝
じ
っ
と
太
陽
が
ピ

ル
に
あ
た
り
始
め
る
の
を
ま
つ
こ
と
数

時
間
、
あ
と
少
し
も
う
少
し
…
。
ピ
ル

が
少
し
づ
つ
語
り
始
め
る
。
こ
ん
な
想

１
３７
１

鐸
大好評だった写真展（リブ・ラブ・ウエストギャラリー）

譲蕊鰯; 霞

ロ

否
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織鍵& 蕊溌蕊蕊蕊 高
橋
裕
嗣

八
写
真
家
Ｖ
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